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市
税
条
例
の
一
部

改
正
な
と
こ
議
案
を

審
議
す
る
臨
時
市
議

会
は
、
同
日
招
集
さ

れ、

議
案
は
い
す
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
4
月
1

日
か
ら
市
で
運
蛍
す

る
こ
と
に
な
っ
た
農

業
共
済
事
業
の
運
蛍

協
議
会
委
員
十
五
名

と
損
害
評
価
会
委
員

十
二
人
の
選
任
に
同

意
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
農
業
共
済
事
業
運

営
協
議
会
委
員
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損
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臨時市議

市
税
条
例
の
一
部
改
正

広

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一

の
施
行
に
よ
り
、
市
税
条
例
を
改
正
す

一

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

一

市
民
税
に
お
い
て
は
、
基
礎

・
扶
養

一

・
専
従
の
各
控
除
額
を
引
き
上
げ
る
と
一

と
も
に
、
配
偶
者
控
除
を
新
設
し
て
、

一

個
人
の
市
民
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
二

方
、
法
人
税
の
税
率
の
引
き
下
げ
に
と

一

も
な
い
、
法
人
税
割
の
税
率
を
百
分
の一

八

・
八
か
ら
百
分
の
九

・
五
に
引
き
上

一

げ
ら
れ
ま
し
た
。

一

固
定
資
産
税
免
税
点
の
引
き
上
げ

一

土

地

八

万

円

、

家

屋

五

万

円

に

一

地
方
脱
法
と
市
税
条
例
が
改
正
さ
れ

身
体
障
害
者
の

一

4
年
度
か
ら
土
地
、
家
屋
お
よ
び
償
却

軽

自

動

車

税

な

ど

減

免

一

資
庇
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
免
税
点

一

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
身

一

標
準
額
に
満
た
な
い
も
の
は
税
金
が
か
体
障
害
者
に
対
す
る
自
動
車
税
な
ど
が

か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

減

免

さ

れ

る

こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

-
土
地
H
課
税
標
準
額
が
八
万
円
未
満
こ
れ
は
、
下
肢
の
不
自
由
者
ゃ
、
ま

の
も
の
(
改
正
前
二
万
四
千
円
)
た
、
体
幹
が
不
自
由
な
た
め、

歩
行
が

・
家
屋
リ
課
税
標
準
額
が
五
万
円
未
満
著
し
く
困
難
な
人
が
、
白
か
ら
使
用
す

の
も
の
(
改
正
前
三
万

円

)

る

自

動

車

、
軽
自
動
車
(
原
動
機
付
自

・
償
却
資
雌
H
課
税
標
準
額
が
三
十
万
転
車
含
む
〉
に
つ
い
て
、

4
年
度
か
ら

円
未
満
の
も
の
(
改
正
前
十
五
万
円
)
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

し
た
が
っ
て
、
昨
年
ま
で
固
定
資
産
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、

「
減
免
申

税
の
納
税
通
知
書
が
き
て
い
た
方
で
も

請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

乙
の
免
税
点
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、

マ
下
肢
ま
た
は
、
体
幹
な
ど
が
不
自
由

今
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
か
か
ら
な
で
あ
る
た
め
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

く
な
り
、
通
知
書
が
発
付
さ
れ
な
く
な
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

っ
た

万

も

あ

り

ま

す

。

マ

も

っ

ぱ

ら

そ

の

人

が

、
白
か
ら
運
転
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固
定
資
産
税
で
は
、
昭
和
泊
年
度
に

土
地
の
・評
側
替
え
が
行
な
わ
れ
、
乙
の

新
評
価
額
に
も
と
す
く
税
負
担
の
適
正

化
を
は
か
つ
て
行
く
方
法
と
し
て
、村山

年
院
か
ら
農
地
以
外
の
土
地
に
つ
い
て

新
た
な
負
担
調
盤
措
置
が
と
ら
れ
て
、

前
年
度
の
税
額
よ
り

一
・
一
倍

1
7
三

倍
の
引
き
上
げ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
免
税
点
の
引
き
上
げ
も

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

軽
自
動
車
税
で
は
、
身
体
障
害
者
が

所
有
し
、
運
転
す
る
車
に
つ
い
て
、
税

を
減
免
す
る
こ
と
が
で
寄
る
よ
う
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

す

す

む

国

鉄

の

近

代

化

ー
第
三
次
七
か
年
長
期
計
画
|

国
鉄
で
は
、
昭
和
刊
年
度
か
ら
七
か

年
で
、
二
兆
九
千
七
百
二
十
億
円
を
投

じ
て
、保
安
対
策
、
通
勤
輸
送
の
改
善
、

幹
線
輸
送
力
の
増
強
を
三
つ
の
柱
と
し

て
、
輸
送
蝋
を
解
消
し
、
輸
送
の
安
全

を
ま
も
り
、
楽
し
い
旅
行
、
便
利
な
貨

物
輸
送
が
で
き
る
よ
う
第
三
次
長
期
計

闘
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

金
沢
鉄
道
管
理
局
で
も
、
こ
れ
に
順

応
し
て
、
千
二
百
五
十
五
億
円
を
投
資

し
て
、
体
質
改
諮
問
を
は
か
る
乙
と
と
し

管
内
各
地
の
複
線
電
化
工
事
な
ど
を
す

す
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

|

|
北
陸
本
線
l
l・

-
一
一
年
後
に
は
全
線
複
線
電
化

富
山
県
下
の
複
線
化
工
事
は
、
石
動

|
越
中
宮
崎
間
八
十
九
キ
ロ
メ
1
ト
W

の
う
ち
、
現
在
ま
で
や
く
五
十
五
パ
l

市
庁
舎
完
成
予
想
図
で
き
る

山内寸
ぃ
九
日
新
山
げ
《
の
光
成
予
似
凶

す
る
白
動
単
ま
た
は
峰
自
動
単
で
、

自
動
車
検
査
証
や
届
出
済
一祉
に
「
耕

業
用
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
以
外
の

も
の
を
お
持
ち
の
人。

マ
減
免
さ
れ
る
自
動
車
ま
た
は
雌
自
動

車
は
、
そ
の
い
ず
れ
か

一
台
で
す
。

な
お
、
減
免
申
請
は
、
毎
年
第
一
期

分
の
納
期
限
の
七
目
前
ま
で
に
減
免
申

請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
税
務
課
ま
た
は
県
税
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は

去
る
1
月
、
庁
舎
建
設
特
別
委

員
会
を
設
け
て
、
着
々
準
備
を

す
す
め
る
と
と
も
に
、
設
計
を

業
者
に
依
頼
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
予
想
図
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

建
設
地
は
、
国
鉄
魚
津
駅
前

釈
迦
堂
地
内
の
一
万
六
千
五
百

平
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
、

総

工
費
二
億
五
千
万
円
を
投
じ
、

7
月
ご
ろ
か
ら
工
事
に
と
り
か

か
り
、
位
年
刊
月
ご
ろ
完
成
す

る
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

庁
舎
の
規
模
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
四
階
建
て
一
部
平
家
建

て
、
の
ベ
面
積
六
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、

一
階
に
は
市
民

課
、
税
務
課
な
ど
の
窓
U
事
務

を
行
な
う
課
が
お
か
れ
、
四
階

に
は
議
場
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

セ
ン
ト
が
で
き
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
そ

し
て
昭
和
必
年
刊
月
に
は
、
魚
津
市
の

高
架
橋
区
聞
を
の
ぞ
い
て
複
線
化
さ

れ
、川知
年
刊
月
に
は
県
内
の
複
線
化
率

は
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
昭
和
似
年
叩
月
に
は
、
北
陸
本
線
全

部
の
複
線
電
化
が
実
現
す
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

乙
の
長
期
計
画
が
完
了
す
る
昭
和
必

年
度
に
は
、
管
内
全
線
か
ら
ば
い
煙
が

追
放
さ
れ
、
優
等
列
車
の
増
発
や
通
勤

輸
送
の
緩
和
の
た
め
、
電
車
、
気
動
車

電
気
機
関
車
が
増
僻
さ
れ
る
と
い
う
乙

と
で
す
。

ま
た
、
必
年
川
崎
ま
で
に
午
前
6
時
か

ら
午
後
日
時
ま
で
の
閥
、

一
時
間
ヘ

ッ

ド
の
ロ

ー
カ
ル
'電
車
が
運
転
さ
れ
、
通

勤
、
近
距
離
は
待
た
ず
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
た
め
通
勤
、
通
学
も
た

農
政
課
は

農
業
セ
ン
タ
ー
で
事
務

4
月
1
日
か
ら
農
林
課
が
廃
止
さ
れ

農
林
土
木
課
と
農
政
課
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。農

政
課
は
市
役
所
の
庁
舎
が
せ
ま
い

た
め
、
相
の
木
、
農
業
セ
ン
タ
ー
で
事

務
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
た
い
へ
ん
と

季

節

保

育

所

ひ

ら

く

容
の
炭
繁
期
を
迎
え
ま
し
た
。

乙
の

附
則
に
は
、
ど
う
し
て
も
幼
児
の
保
育

が
行
き
と
ど
か
ず
、
事
故
な
ど
も
起
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
季
節
保
育
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
開
設
期
間
は
二
十
日
間

で
、
収
容
人
員
は
各
保
育
所
と
も
三
十

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

季

節

保

育

所

期

間

場

所

天
神
野
新
5
月
6
iお
日
天
神
野
新

公
民
館

吉

野

m
l
m
日

託

法

寺

道

坂

m
i
m日

素

鋭

庵

東

城

m
i
m
日

法

盛

寺

東

山

m
l
m
m
日

梅

昌

寺

蛇

田

m
l
m
m
日

願

宗

寺

小
川
寺

m
l
m
日

心

蓮

坊

江

口

叩

imm
日
江
口
公
民
館

岡

仏

m
l
m
m
日
岡
仏
公
民
館

金
山
谷

ロ
i
況

目

先

閲

寺

(
な
お
開
設
期
日
、
収
容
人
員
な
ど
は

一
部
変
更
さ
れ
る
と
と
が
あ
り
ま
す
)
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時 I!前 1810 日前附時時時 11 10時上日のをは 、行と
~ 19 10 日時午 10 ~ ? ~ ~ 10時中午と受近物なず

い
へ
ん
便
利
に
な
り
ま
す
。

東
京
ま
で
五
時
間
牟

複
線
電
化
や
総
合
軌
道
強
他
に
よ
っ

て
、
長
距
離
列
車
も
増
発
さ
れ
る
ほ
か

列
車
ま
ち
も
な
く
な
り
ま
ず
か
ら
、

東

京
、
大
阪
な
ど
主
要
都
市
へ
短
時
間
で

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す。

次
の
表
は
、
所
要
時
聞
を
現
在
と
比

較
し
た
も
の
で
す
D

富 山から 現在 46年度

4時.間20分 2時.間50分新潟まで

長野まで 3. 25 2. 50 

上野まで 7. 08 5. 20 

青森 まで 10. 35 8. 20 

大阪まで 4. 45 3. 40 

東京まで 7. 55 5. 25 
(米原経由〉

名古屋まで 4. 27 3. 30 
(高山線経由〉

小
児
ま
ひ

生
ワ
ク
チ
ン

の
服
用

小
児
ま
ひ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用
を

行
な
い
ま
す
。

。
該
当
者
H
昭
和
幼
年
2
月
1
日
か

ら
叫
年
1
月
白
日
ま
で
の
出
生
者

ω年
1
月
白
日
以
前
の
出
生
者
で

二
回
服
用
し
て
い
な
い
も
の

。
料
金
H
五
十
円

。
校
下
別
の
服
用
日
と
場
所

マ
大
町
、
村
木
、
住
吉
、
上
中
島
、

松
倉
、
天
神
校
下

H
5
月
げ
日

(
火
)
大
町
小
学
校

マ
上
野
方
、
本
江
、
片
貝
、
加
積
、

経
団
、
道
下
、
西
布
施
校
下

H
5

月
別
日
(
金
)
市
民
会
館

マ
全
市
ま
と
め

H
5
月
M
日
(
火
)

市
民
会
館

時
間
は
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

六
才
来
満
の

結

核

予

防

接

種

六
才
未
満
の
お
子
さ
ん
(
昭
和
お

年
4
月
2
日
か
ら

ω年
ロ
月
白
日
ま

で
の
出
生
者
)
を
対
象
に
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
注
射
と
B
C
G
接
種
を

次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

校
下
げ
が
，
別
抑
即
時
場
所

天

神

5
月
日
日

5
月
四
日
小
学
校

西
布
施

時
日

四
日

小
学
校

住

吉

お
日

お
日

小

学

校

加

積
6
月
7
日
6
月
9
日

小
学
校

本

江

7
日

9
日

小

学

校

経

国

7
日

9
日

小

学

校

道

下

8
日

刊
日

小

学

校

松

倉

8
日

刊
日

小
学
校

受
付
時
間
は
午
後
1
時

i
2時
ま
で

腸
チ
フ
ス
予
防
接
種

後で 山片坪白住本西天上村上松加大道経協料回は なか
2 、接 布野中 雫金受三ないら脇
l時受積女貝野倉吉江施布11万木島倉積町下回 ド は け 凶 お ま 六 チ
ま付場 R 

いる 、、 す十フ
で時所 d りこ 毎初。才ス
で問は 31313030303027272727171713131313ーま と 年め まの
す は そ 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日日回せに受て で予
。午れ 6 5 んなけ 接 の防

後ぞ 776666333 52424191919品 oって種 方 接

品お日日日日日日日日日司日日日日日明 示2ZZ警
か小 正 正ま方け象満
ら学 1414 13 13 13 13 10 10 10 10 31 31 2626 2626三 す は る に三
午 校 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日日厄I ;)一方 行 才

福
祉
年
金
の
支
払
い

6

日

か

ら

老
令
、
障
害
、
母
子
の
各
福
祉
年

金

(5
月
期
)
の
支
払
い
は
、
5
月

6
日
(
金
)
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

マ
:
:
:
年
金
を
受
け
る
方
は
、
証
書

に
記
入
し
て
あ
る
郵
便
局
へ
、
さ

き
に
お
渡
し
し
た
「
福
祉
年
金
請

求
書
兼
受
領
証
書
」
に
証
書
記
号

番
号
、
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記
載

し
、
証
書
に
押
し
て
あ
る
印
鑑
を

お
持
ち
の
う
え
、
年
金
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

マ
:
:
:
都
合
で
本
人
が
郵
便
局
へ
行

か
れ
な
い
と
き
は
、
代
理
の
方
で

も
差
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
:
:
:
年
金
を
受
け
終
わ
っ
た
方
は

市
民
諜
窓
口
の
年
金
係
へ
、
年
金

証
書
と
印
鑑
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
万
一

、
提
出
さ
れ
な
い
と
き

は
、
次
の
年
金
を
受
け
取
る
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
:
:
:
松
倉
、
上
野
方
、
片
貝
、
経

団
、
天
神
、
西
布
施
地
区
の
方
は

連
絡
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。



こ
の
ほ
ど
昭
和
必
年
7
月
か
ら
ロ
月

ま
で
の
市
の
財
政
状
況
が
公
表
ぎ
れ
ま

し
た
の
で
、
次
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

一

般

会

計

昭
和
羽
年
度
当
初
予
算
額
は
、
八
億

四
千
六
百
七
十
五
万
円
で
し
た
が
、
そ

の
後
三
回
に
わ
た
り
補
正
さ
れ
ま
し

た。
第
二
凶
の
補
正
額
は
、
参
議
院
議
員

選
挙
費
、
選
挙
啓
発
費
な
ど
あ
わ
せ
て

十
二
万
円
、
第
三
回
は
、
総
務
費
八
百
官
八

六
十
九
万
円
、
農
林
水
産
費
千
七
十
七
=
百

万
円
、
商
工
費
七
百
三
十
二
万
円
、
土

内

木
質
千
四
百
七
十
五
万
円
、
災
害
復
旧

一日
一

費
六
百
七
十
一
万
円
な
ど
あ
わ
せ
て
凶

j

千
九
百
七
万
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
負

ま
た
第
四
回
は
、
人
事
院
勧
告
に
も
と

見

ず
く
職
員
給
与
改
訂
費
千
三
十
二
万
円

14

民
生
費
二
百
六
十
三
万
円
、
衛

生

費

三

市

百
三
十
八
万
円
、
農
林
水
産
費
六
百
二

十
五
万
円
、
災
害
復
旧
費
六
百
六
十
六

万
円
な
ど
総
額
二
千
七
百
十
七
万
円
で

ロ
月
末
現
在
の
予
算
額
は
、
九
億
四
千

二
百
十
五
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
，

お
も
な
投
資
的
経
費
は
次
の
よ
う
な

一

も
の
で
す
。

一

青

少

年

の

非

行

ヒ

功

止

な

ど

マ
都
市
計
画
事
業
五
千
百
六
十
五
万
円
一
三

4
d

ニ
ヲ

3
1
イ

l
I

マ

西

部

中

学

校

増

改

築

事

業

四

千

九

百

一

暴

力

追

放

委

員

会

で
事

業

計

画

き

め

る

四
十
九
万
円
、
マ
都
市
計
画
街
路
事
業
一

三
千
四
百
三
十
六
万
円
、
マ
失
業
対
策
一
暴
力
追
放
委
員
会
は
、
幻
日
市
民
会

事
業
三
千
三
百
七
十
六
万
円
、
マ
農
林

一
館
で
ひ
ら
か
れ
、
4
年
度
事
業
な
ど
を

災
害
復
旧
事
業
三
千
百
九
十
四
万
円
、

一
審
議
し
、
次
の
よ
う
な
運
動
を
強
く
推

マ
農
業
構
造
改
善
事
業
二
千
二
百
六
十
一
し
す
す
め
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

五
万
円
、
マ
土
木
災
害
復
旧
費
二
千
六

一
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

十
九
万
円
、
マ
宅
地
造
成
事
業
千
四
百

一
い
た
し
ま
す
占

八
十
四
万
円
、
マ
住
宅
建
設
事
業
千
三

一マ
市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
暴
力
排
除
活

百
六
十
七
万
円
、
マ
経
団
漁
港
修
築
事

一

動
の
推
進
H
各
ど
家
経
の
前
に
暴
力

業
千
三
百
二
十
一
万
円
、
マ
道
路
改
良

一

追
放
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
出
し
、
そ

工
事
千
三
百
十
三
万
円
、
マ
民
有
林
開
一
の
気
運
を
盛
り
あ
げ
る
。

発
林
道
事
業
千
百
三
万
円
、
マ
市
単
土
一

マ
「
み
ん
な
で
通
報
し
よ
う
」
運
動
H

地
改
良
事
業
千
百
万
円
な
ど
。

一

暴

力
は
た
と
え
小
さ
な
も
の
で
も
、

る
)
畳
(
三
つ
ぐ
ら
い
に
切
る
)
な

ど
は
、
ど
面
倒
で
も
国
道
八
号
線
ぞ

い
片
貝
川
左
岸
に
あ
る
焼
却
場
へ
運

ん
で
い
た
だ
け
ば
焼
却
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
燃
え
な
い
瓦
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
類
、
土
砂
な
ど
は
、
魚
津
高

校
グ
ラ
ン
ド
裏
に
あ
る
池
跡
へ
直
接

運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す。

マ
:
:
:
い
ま
ま
で
材
木
や
壁
、
瓦
な
ど

を
海
や
川
へ
捨
て
ら
れ
る
方
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
後
、
と
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
清
掃
法
に
よ
っ
て
罰

せ
ら
れ
、
し
か
も
、
海
岸
ぞ
い
の
み

な
さ
ん
が
た
い
へ

ん
迷
惑
い
た
し
ま

す
の
で
、
住
み
よ
い
町
を
築
く
た
め

に
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(2) (昭和27年 9月問)
第 3種郵便物認可

市

民

の

税

負

担

昭
和
伺
年
度
の
市
税
予
算
額
は
、
ゃ

く
三
億
五
千
万
円
で
す
が
、
市
民
一
人

あ
た
り
の
市
税
負
担
額
は
七
千
四
百
七

十
三
円
と
な
り
ま
す
。
(
昭
和
訓
年
4

月
1
日
現
在
の
住
民
登
録
人
口
)

税
目
別
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

報

手先 目 予算額 1人あたり負担額

市 民 税 1{t2，371万円 2，641円

固定資産税 1{1l7，996 3，842 

たばこ消費税 2，640 564 

電気ガ ス税 1，626 347 

軽自動車税 362 77 

その他の税 10 2 

計 3{世5，006 7，473 

広市津魚昭和41年 5月 1日発行

家
を
と
り
こ
わ
し
た

材
木
や
瓦
な
ど
の
処

分
は
・••••
• 

匂

間

私
は
先
日
、
家
を
と
り
こ
わ
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
利
用
で
き
な
い
材

木
や
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
廃
物
の
処
分
は
ど

う
し
た

b
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

(
一
市
民
)

答

こ
れ
ら
の
処
理
方
法
は
、
ま
ず
燃

え
る
も
の
、
例
え
ば
材
木
く
す
や
柱

材
(
一

、
八
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
切

ぐ第237号〉

特

別

会

計

八
悶
民
健
康
保
険
事
業

V

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

部
は
五
千
七
百
三
十
枇
崎
、
被
保
険
者

数
は
二
万
一
千
八
百
九
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。保

険
税
の
見
積
額
は
五
千
四
百
八
十

七
万
円
で
、
乙
れ
は
一
世
帯
あ
た
り
九

千
五
百
七
十
六
円
、

一
人
あ
た
り
二
千

五
百
十
六
円
の
負
担
制
と
な
り
ま
す
。

市

債

市
の
借
入
金
は
、

一
般
会
計
で
五
億

二
千
七
百
五
十
八
万
円
、
特
別
会
計

一

億
五
千
二
百
二
十
三
万
円
、
あ
わ
せ
て

六
億
七
千
九
百
八
十
一
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
の
内
訳
は
、
災
害
復
旧
債

一
億
千
六
百
七
十
七
万
円
、
土
木
債
一

億
二
百
八
十
三
万
円
、
教
育
債
八
千
八

百
八
十
六
万
円
、
減
税
補
て
ん
償
八
千

四
百
四
十
万
円
、
住
宅
建
設
債
四
千
百

三
十
七
万
円
、
転
貸
債
二
千
九
百
八
十

万
円
、
特
別
地
方
債
二
千
八
百
四
十
凶

万
円
、
そ
の
他
三
千
五
百
十
一
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
上
水
道
事

業
債
一
億
千
八
百
三
十
八
万
円
、
下
水

道
事
業
債
二
千
六
百
四
十
万
円
、
簡
易

水
道
事
業
償
七
百
四
十
五
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
健
康
な
か
ら
だ
で
、
明
朗

な
市
民
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

「
市
民

体
力
づ
く
り
運
動
」
を
す
す
め
る
ζ

と

に
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し

て
こ
の
ほ
ど
体
育
協
会
な
ど
の
協
力
を

得
て
「
歩
こ
う
会
」
が
ぜ
き
ま
し
た
。

乙
の
会
は
、
男
女
を
問
わ
ず
だ
れ
で

も
気
楽
に
参
加
し
て
、
自
然
に
親
し
み

歩
く
乙
と
に
よ
り
、
体
力
づ
く
り
を
す

る
と
と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
歩
乙
う
会
は
、
次
の
よ
う
に

最
近
、
保
健
術
生
刈
の
万
へ
ふ
ん
尿

の
汲
み
取
り
料
金
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
料
金
な
ど
に
つ

い
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

汲
み
取
り
料
金
は
、
市
の
縞
掃
条
例

に
も
と
ず
い
た
も
の
で
、
十
八
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き
、
十
六
円
と
な
っ
て
お
り
、

と
れ
は
昨
年
と
同

一
料
金
で
す
。

た
ら
再
び
計
量
器
の
目
盛
り
を
調
べ

て
、
正
確
な
汲
み
取
り
量
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

ω汲
み
取
り
料
金
は
、
十
八
リ
ッ
ト
戸

に
つ
き
十
六
円
で
す
か
ら
、
汲
み
取

り
業
者
の
請
求
額
と
合
っ
て
い
る
か

計
算
し
て
料
金
を
支
払
い
し
て
く
だ

E
-
¥
O
 

-
E
L
V
 

ふ

ん

尿

の

汲

み

取

り

料

金

|
|
昨
年
と
'
変
っ
て

い
ま

せ

ん

l

l

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
ふ
ん
尿
の

汲
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
と
き
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
を
確
か
め
ま
し
ょ
う

ω汲
み
取
り
が
始
ま
ら
な
い
前
に
、
車

の
後
に
あ
る
計
量
器
の
目
蹴
り
を
確

か
め
、
つ
ぎ
に
汲
み
取
り
が
終
わ
っ

日

体育、レクリエーシヨンを

通して住|民の体位向上をはか

ることを目的に、日本体操祭

が実施されていますが、魚津

市大会は、5月29日(日)午後

11時30分から市営吉田グラン

ドでひらかれます。乙の日に

は市民体操の発表も行なわれ

るととになっています。

追
放
し
な
け
れ
ば
な
く
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
乙
れ
に
は
、
市
民
全
部
が

早
く
届
け
出
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

乙
の
運
動
を
さ
ら
に
推
し
す
す
め
、

「み
ん
な
で
証
言
し
よ
う
」
運
動
に

発
展
さ
せ
る
。

マ
料
飲
業
関
係
者
を
中
心
に
、
資
金
提

供
拒
否
の
運
動
を
強
く
す
す
め
る
。

マ
市
内
の
青
少
年
グ
ル
ー
プ
が
組
織
暴

力
団
と
接
近
し
、

一
部
に
新
し
い
組

織
結
成
の
動
き
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
加
入
者
を
な
く
す
る
た
め
、
全
市

民
が
あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
接
し
、

誘
惑
か
ら
守
る
よ
う
に
す
る
。

マ
暴
力
団
員
の
更
正
に
努
力
す
る
。

自
然
に
縦
し
み
体
力
づ
〈
り
へ

第

一

回

歩

こ

う

会

8

体操祭は 29

日

ひ
ら
か
れ
ま
す
が
、
参
加
希
望
者
は
、

午
前
8
時
却
分
ま
で
に
西
中
前
に
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

H
5
月
8
日
(
日
)
午
前
9
時

西
部
中
学
校
前
出
発

マ
行
先
日
大
谷
山
方
面
(
片
道
ゃ
く
六

キ
ロ
)
午
前
日
時
初
分
ご
ろ

大
谷
山
で
解
散

な
お
、
中
食
の
携
行
は
自
由
で
す
が

服
装
は
つ
と
め
て
峰
装
に
し
て
く
だ
さ

い
。
雨
天
の
と
き
は
中
止
し
ま
す
。

な
お
、
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
汲
み

取
っ
た
場
合
に
は
、
ホ
ー
ス
分
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

ω料
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
必
ら
ず

領
収
書
を
受
け
取
っ
て
く
で
さ
い
。

ω汲
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
と
き
は
、

市
が
許
可
し
て
い
る
有
限
会
社
魚
津

環
境
衛
生
(
電
話
①
局
一
二
八
九
)

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

村

木

児

童

公

園

完

都
市
計
画
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
村

木
地
内
の
日
カ
魚
津
工
場
横
に
造
成
工

事
を
す
す
め
て
い
た
第
五
号
村
木
児
童

公
園
は
、
総
工
費
三
百
二
十
万
円
で
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
面
積
ゃ
く
二
千
八
百

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
徒
渉
池
、
砂

場
、
プ
レ
イ
ウ
オ
l
u
¥
四
連
ブ
ラ
ン

コ
の
ほ
か
、
水
銀
灯
二
基
、
ベ
ン
チ
十

三
基
、
花
だ
ん
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
ま

た
、
周
囲
に
は
や
く
百
本
の
樹
木
が
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
火
災
復
興
区
域
内
に
は
五
か

所
の
公
園
が
造
成
さ
れ
た
乙
と
に
な
り

ま
す
。
(
写
真
は
同
公
園
の
徒
渉
池
)

小
口
事
業
資
金
を

あ

っ

せ

ん

市
で
は
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
、

と
と
し
も
次
の
よ
う
に
小
口
事
業
資
金

の
あ
っ
せ
ん
を
行
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら

希
望
者
は
商
工
水
産
諜
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
借
り
ら
れ
る
人

・
原
則
と
し
て
常
時
使
用
す
る
従
業
員

の
数
が
二
十
人
(
商
業
ま
た
は
サ
ー

ビ
ス
業
を
お
も
な
事
業
と
す
る
場
合

は
五
人
)
以
下
の
事
業
者

寄

イサ

成

第
三
久
吉
丸
一
同

代

表

先

名

茂

五

千

円

新

金

屋

町

吉

田

政

太

郎

(
亡
母
イ
ト
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

五

千

円

友

道

天

野

小

吉

(
亡
母
ハ
戸
殿
の
ど
遺
志
に
よ
る
〉

二
千
七
百
五
十
五
円

や
よ
い
荘
内
滝
川
与
次
郎

二
千
八
百
二
十
五
円
東
部
中
三
年

黒
田
隆
ほ
か
四
十
六
名
(
パ
ン
売
り

上
げ
利
益
金
を
普
怠
銀
行
へ
)

八
拾
得
交
付
金
V
マ
五
百
五
十
五
円
H

本
江
松
井
妙
子
マ
二
百
四
十
円
H

友
道
寺
主
作
次
郎
マ
二
百
円
H
友

道
林
昭
雄
マ
百
円
H
古
島
長
田
隆

三
万
円

港
町

5
月
内
日
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う

中

央

線

部

正
し
く
通
行
す
る
モ
デ
ル
地
区
に

の

自
動
車
交
通
の
増
加
に
と
も
な
い
交

通
事
故
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
ま

す。

事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
は
、
車

も
人
も
常
に
交
通
戸
l
w
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
お
よ
び
市
交
通
対
策
協
議
会
で
は

交
通
戸
l
w
が
必
ら
ず
守
ら
れ
て
い
る

地
域
を
確
立
し
、
事
故
減
少
の
効
果
を

あ
げ
、
こ
れ
を
他
地
域
に
も
及
ぼ
そ
う

と
4
月
1
日
か
ら
「
正
し
く
通
行
す
る

モ
デ
ル
地
区
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

と
の
地
区
は
、
魚
樟
中
央
線
(
辺
メ

ー
ト
ル
道
路
)
の
一
部
で
、
次
の
よ
う

な
乙
と
を
重
点
目
標
と
し
て
い
ま
す
が

事
故
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
あ

げ
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ

目

標

・
歩
道
、
車
道
に
お
け
る
正
し
い
通
行

.
自
動
車
な
ど
に
よ
る
道
路
の
不
正
使

用
の
排
除

・
自
転
車
の
一
列
進
行
の
励
行

.
道
路
交
通
環
境
を
よ
く
す
る

・
市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
道
徳
を

高
め
る

マ
指
定
地
区
H
神
明
交
差
点
か
ら
日
本

カ
ー
バ
イ
ド
引
込
線
踏
切
ま
で
の
六

百
五
十
メ
ー
ト
ル

マ
地
域
H
神
明
1
1
2
.区
、
火
の
宮
区

村
木
比
、
同
区
、
本
新
の
一
部

写
真
リ
モ
デ
U
地
区
に
立
て
ら
れ
た

立
看
仮

-
一
年
以
上
継
続
し
て
同
じ
引
業
を
し

税
の
完
納
者

マ
貸
付
制
と
則
間

.
迎
転
資
金
U
一
事
業
者
あ
た
り
三
十

万
円
ま
で
、
期
間
は
一
年
以
内

・
設
・
側
資
金
H
H

一
事
業
者
あ
た
り
五
十

万
円
ま
で
、
期
間
は
二
年
以
内

マ
担
保
お
よ
び
保
証
人

・
担
保
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
連
帯
保
証

人
一
名
以
上
(
法
人
は
代
表
者
個
人

の
連
描
保
証
)
が
必
要
で
す
。

マ
利
率
お
よ
び
保
証
料

.
利
率
は
日
歩
二
一
銭
二
厘
以
内

.
保
証
料
は
日
歩
二
庫
五
毛

川
叫
ん
ご
選
果
場
で
き
る

農
業
の
近
代
化
を
は
か
る
た
め
、
農

業
構
造
改
善
事
業
が
昨
年
か
ら
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て

魚
津
市
農
協
の
り
ん
ご
選
果
場
が
乙
の

ほ
ど
総
工
費
千
百
六
十
二
万
円
で
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
選
果
場
は
、
の
ベ
面
積
五
百
八

十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
重
量
自
動
選
果

機
三
台
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
'
コ
ン
ベ
ア
一
台

が
備
え
ら
れ
、

一
日
に
十
六
キ
ロ
詰
め

の
り
ん
ご
八
百
箱
分
も
選
果
が
で
き
、

り
ん
ご
の
最
盛
期
に
は
、
労
力
の
節
減

と
と
も
に
、
商
品
価
値
を
高
め
る
た
め

に
大
き
な
役
割
を
巣
し
ま
す
。

古
川
さ
ん
が
入
賞

農
家
の
照
明
コ
ン
ク
ー
ル
で

照
明
学
会
で
は
、
農
家
の
住
ま
い
や

台
所
の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、
農
家

照
明
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
小
川
寺
、
古
川
勝
雄

さ
ん
戸
四
十
五
才
)
が
入
賞
し
、
北
陸

電
気
協
会
主
催
の
電
気
記
念
日
式
典
に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

北
電
魚
津
蛍
業
所
で
は
、
生
活
改
良

普
及
員
の
指
導
と
協
力
を
得
て
、
電
気

設
備
の
改
善
、
よ
い
照
明
、
正
し
い
電

化
に
よ
る
明
る
く
豊
か
な
農
村
.つ
く
り

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
く
た
め
努
力
を

し
て
お
り
ま
す
。

(北
電
魚
津
営
業
所
)

家
や
宅
地

の
売
買
の
取

り
引
き
を
す

る
人
は
、
取
引
主
任
の
資
格
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
県
で
は
、
次

の
よ
う
に
資
格
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

一マ
試
験
期
日

H
6
月
5
日
午
後
1
時

一マ
場
所
H
富
山
工
業
高
校

一円
v
資
格
リ

ω高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

一

ω宅
地
ま
た
は
建
物
の
取
り
引
き
に

一

二
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者

一

ω知
事
が
同
等
以
上
の
知
識
お
よ
び

一

能
力
を
有
す
る
と
認
め
た
者

一
マ
受
験
申
し
込
み

H
5
月
日
日
ま
で

B

一

富

山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号
県
土

木
部
建
築
住
宅
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
同
課
へ
十
円

切
手
同
封
の
う
え
請
求
く
だ
さ
い
D

宅
地
建
物
取
引
主
任

者
資
格
試
験

¥
，
ノ

一

場

一

果

一

石
油
、
ガ

選

一

ソ
リ
ン
、
ヵ

ζ

一

ん

一

1
パ
イ
ド
な

り

一
ど
の
危
険
物
を
取
り
扱
う
場
合
、
資
格

以

一
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
講

成

一
習
会
と
試
験
が
次
の
よ
う
に
ひ
ら
か
れ

完

一
ま
す
。

喜

一円
v
講
習
会

H
6
月
1
日
1
2
日
午
前
9

写

一

時

t
午
後
4
時
ま
で
西
部
中
学
校
で

(

一

ハ
受
講
者
の
受
け
付
け
は
当
日
会
場

で
行
な
い
ま
す
)

マ
試
験
日
と
場
所

H
6
月
ロ
日
午
前
日

時
か
ら
市
民
会
館

マ
受
験
申
し
込
み
は
、

5
月
初
日
ま
で

県
庁
内
消
防
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
市
の
消
防
本
部
に
あ
り

ま
す
。

危
険
物
取
扱
主
任
者

資
格
試
験
と
講
習
会

融
資
申
し
込
み
手
続

県
で
は
滞

h
J問
器
製
筑
vw来

き
の
説
明
会
と
金
融

j
j
l
Z
3

者
の
金
融
緩

相
談

和
を
は
か
る

た
め
、
融
資
説
明
会
と
金
融
相
談
を
行

な
い
ま
す
。

マ
日
時

H
5
月
刊
日
午
後
1
時
か
ら

マ
場
所
リ
市
民
会
館

政
府
系
金
融
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
国
民
金
融
公
庫
、
商
工
中
金
、
中

小
公
庫
か
ら
、
設
備
近
代
化
資
金
の
貸

し
付
け
と
申
し
込
み
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
県
中
小
企
業
課
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
個
別
の
金
融

相
談
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

人
事
異
動

(
4
月
1
日
付
)

マ
農
政
課
長
H
木
下
直
作
マ
農
林
土

木
課
長
H
吉

野

彰

マ

水

道

課

長

H

宮
津
貞
雄
マ
保
健
衛
生
課
長
日
高
島

士
郎
マ
市
民
課
長
H
増

沢

米

弘

マ

社
会
福
祉
事
務
所
長
H
松

原

彦

一

マ

市
民
会
館
館
長
リ
海
野
久
義

市
広
報
は
毎
月
1
日
に

市
役
所
を
発
送
し
て
お

り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
み
な
さ

ん
の
お
手
も
と
に
届
く
よ
う
配
布
に

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お

願

い


